












図1家 具 屋 の 宣 伝;18世 紀 の トレー ドカ ー
ド(左,A.Heal,Tradesmen'sCards
oftheXVI〃Century,1925より)と
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「室内装飾」の誕生には,都 市化と中流階級の成長が大きく関与 している。歴史家N.エ リ
アスは,西 欧社会において文明化が進むとともに,人 々は他者のまなざしに敏感になり,「社
会的格下げに対する不安」や 「他人の優越的な態度に対する不安」からくる 「羞恥心」の感 じ
方 も強ま り,特に商人の階層にこれがみられたと指摘 した2。都市部を中心にふ くれあが った
のは,主 に商業,産 業,金 融業に従事する中流階級である3。17世紀頃には,中 流階級以上の
住居では寝室 と客間が完全に分離され,私 的空間と他人の目にふれる半ば公的空間とが別々に
確保 され,住 まいの中には 「表舞台」 と 「裏舞台」 とがあった。同世紀末か ら18世紀にかけ
て,「表舞台」での営みと関係がある物品,た とえば人のもてなしに用いる新 しい装飾的なモ
ノ(陶 器な ど)の消費が伸びている。いわゆる 「消費革命」である4。実際の消費者の母体 も
大きくなっていた。ロンドンは19世紀初頭にすでに百万都市とな り,次の40年で人口は2倍,
その次の40年でさらに倍増する。ちなみに人口増加の3割 強は地方からの移動であり,1851
年までに住民が10万人以上の都市はロン ドン,バー ミンガム,マ ンチェスター他7都 市で,
人 口の約2割 は都市部に住んでいた。都市生活の完全な 「匿名性」は階級間の模倣の傾向を助
長 した5。「リスペクタビリティ(体面,尊 敬に値すること)」にこだわり,資産は蓄えて も文
化的素養が足 りないことを恥 じた中流階級は,「俗物」 と呼ばれ嘲笑を招きつつも,上流階級
の模倣を熱心に行った。装飾 とは,ア ーツ ・アンド・クラフツ運動の先導者W.ク レインが言





ン ・ブックが翻訳 も含めて数多 く出版 され7,ロココ趣味,中 国趣味,新 古典主義などが,ま
た家具から壁紙まで多様な品物が紙上で広 く紹介された。 これ らによって複数の 「スタイル
(様式)」が選択肢として定着 したことは重要である。ただし,T.チッペ ンデールによる160枚
もの図版入 りの著作 『紳士 と家具職人のための指針』(1754)の題名が示すとおり,当初はこ
れらは上流階級の人々のたあの娯楽的要素を兼ねていた。 したがってパタン ・ブックとは,家
具や装飾の生産に日夜携わる者が自らの筆で,顧客 もしくは専門職人のために当時の流行や趣
味を視覚化 した ものであった。19世紀に入 ると前出のホウプの他,T.シェラ トンの 『家具の
デザイン」(1812),G.スミ の 「家具職人 と指物師のための手引き書』(1826),J.C.ラウ
ドンの 『コテージ,フ ァーム,ヴ ィラの建築 ・家具事典』(1833),H.ショウの 『装飾辞典』
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(1847)などが次々と登場 し,主な読者層 も上流階級や専門家に限られな くなる8。室内にお金
をかける欲求 もしくは余裕を持つ人々はだれで も,本を購入 して読むことができた。建築に携
わる職人たちも,パタン・ブ ックから装飾の着想を得るようになり,未曾有の規模で均一なデ
ザインと装飾の大量生産が もた らされた9。
19世紀前半には,百 科辞典的な性格 の手引き書に加え,建 築デザインの社会的含意を論 じ
るものが出現 し,芸術や趣味の議論の幅が広がった。A.ピュージンの 『対比:中 世の高貴な
建造物 と今 日の建築の比較について,今 日の趣味の衰頽を示す』(1836)においては,趣味の
良し悪 しが歴史や社会 と直結 して論 じられた。過去と現在のスタイルを比較し優劣を定めた点
は,後のデザイン論に大きく影響 している。また,従来は貴族のサロンで語 られていたような
芸術鑑賞の知識 も,ナ ショナル ・ギ ャラリーの設立(1824)以後は特 に,F.ビクターの 「趣
味の手引き書:主 に風刺漫画,絵 画そ して彫刻の鑑賞法』(1843)やW,エテ ィやJ.ラスキ
ンらが寄稿 した 『芸術家とアマチュアの雑誌:デ ザイン技芸への関心と趣味の洗練に捧げる書』
などといった解説書を通 して,よ り0般的に入手可能となった。 これらは,ビ クターが 「趣味
は生得であって後天性ではないと思われているが,これ以上に大きな間違いはない。趣味は経
験によって形成 される規範(standard)である」 と主張したように1°,「自助」(「リスペクタ
ビリティ」 と並ぶヴィクトリア朝の重要な概念)に よって上流階級の文化的特権に近づ くこと
ができるという,努力 に費やす金銭を有 した中流階級による彼 ら自身のための議論であった。
(2)1830年代のデザイン議論とそれ以降
産業の競争力をいや増してくる仏独に脅かされたイギリスで招集された 「美術と製造業に関
する特別委員会」(1835)および 「美術 およびそれ に関連 した産業 に関する特別委員会」
(1836)では,デザインの質の低下がイギ リス製品の輸出停滞の要因として問題化 し,製造国
イギ リスにおいて 「世界で我々が優位に立つために唯一欠如 しているのが趣味の教化」である
と指摘された'1。これを受けて,趣 味の議論はより日用品に向けられ,同 時に国家が介入 した
ことで道徳的,啓 蒙的な性格が強まった。 これは室内装飾の語 られ方にも影響 した。当時広 く
読まれていた 『ペニー ・マガジン』(1832-45)をみてみよう。同誌は中流階級の知識人を中
心に結成 された有用知識普及協会が労働者 を啓蒙する目的で発行 した雑誌であり,毎週20万
部の売れ行 きを誇っていた12。ナショナル ・ギャラリーや大英博物館の作品紹介をし,同時に
「美術館では大声をあげないように」 など中上流階級の気に障 らないための礼儀作法を諭 した
り,美術 と製造業の関係が論 じられた りと,文化面への配慮に満ちた雑誌であった。その第一
巻に掲載 された記事 「労働者の住居の選び方」では,労働者に対 して何よりも倹約が説かれて
いた。 ところが両特別委員会の後には,「室内に壁紙を張るな らば,趣 味がよくエレガン トで
17
的確なパタンの装飾がついていた方が,け ばけばしく醜いものよりもよい」 と壁紙の購入を容
認 し,値段が多少高 くて も趣味のよい商品す ら勧めている。 その理由は,「よき趣味」の消費









げで世紀が進むにつれ濃 くなっていった。彼が編集 し発行 した 『デザイン・製造 ジャーナル』
(1849-52)は,「デザイナーに健全な装飾芸術の原理を発展させる論文を提供 し,その職業
において有益で教育的であろうと思われる情報を通暁させる」 ことを目的としてお り14,産業
デザインの統制を試みた初の手引き書であった。 コールは0.ジ ョー ンズやR.レッドグレイ
ヴと共に当時の過度の自然主義や装飾を批判 し,素材 と用途に適合 した芸術的な産業製品,す







れるよい機会 となった。ただ し展示品は玉石混合であったため15,今度 はその反省か ら大英博
覧会の展示品を厳選 した装飾美術館が1852年に開館 した。生産者 と消費者の 「趣味」 を正 し
い方向へ育成するためのこの 「生まれたての趣味の学校」16には,「誤 った原理に基づ く装飾例」
の展示室が設けられ,カ タログにはそこに陳列された製品の 「誤 り」が解説された。たとえば
展示番号1番 の絨毯は,「自然の直接的な模倣,不 釣 り合いな花,浮 き彫 りを模倣 した建築的
装飾,不 調和な色彩」が悪趣味の所以なのであった。国立の機関が発行 し,しか も 「悪い例」
まで取り上 げたことから,この力タログ自体が特異な趣味の手引き書であった。同美術館では
その年の冬休みのto日間だけで6,359人が訪れ,1,876部のカタログが販売された17。
「誤 った原理に基づ く装飾例」の展示室およびカタログは,コール達の目指 した特定のデザ
18
イン理論の確立には一役買 ったが,同時に彼 らは 「趣味の独裁者」 として製造業界では悪名を
馳せ,こ の試みは短命に終わった18。しか し国家を後ろ盾にしてデザイン教育まで牛耳 った彼
らの影響は強 く,よ り大衆的な印刷物を通 して家庭に広まっていった。その契機はCh.イー
ス トレイクによる 『家政の趣味に関する提言』(1868)であった。彼は1864年に 『コーンヒル ・




で室内装飾に携わる女性 に訓示することであった19。彼は 「現在の家具の大半は誤 った原理の
上に製造されている」と述べてコールの路線を踏襲 したことを示 し,町並みから家屋へ,そ れ
も玄関ホールか ら食堂,書 斎,客 間,寝室,さ らに装身具から食器のデザインにいたるまでの
選別理由を明示 して,「住まい」に関する総合的な手引きを行 った2°。対象読者が女性であり,
専門家の男性が素人の女性を啓蒙する図式であった ところが,こ れまでのパタン・ブックや
「デザイン ・製造 ジャーナル』 と大きく異なっている。
『家政……』は,「提言」という言葉が室内装飾の趣味が容易に身に付けられるような感を
与えたこともあ り,イギ リスでは10年間で4版 を重ね,米 国でも大ブームを引き起こした21。
ほかにもo.ジョーンズの協力を得たA&R.ギ ャレットによる 『絵画,木 製品,家具による
住まいの装飾の提案』(1876)は3年間に6版を重ねた り,オ リンスミス夫人による下層中流
階級向けの 『応接間:装 飾と家具』(1878)も出版された りと,室 内装飾は家庭を切 り盛 りす
る主婦たちの大切な義務の一環として扱われるようになっていった。また当時の女性向け雑誌
は礼儀作法や 「上品な」余暇の過ごし方,絵 画の鑑賞法などの自己啓発に役立つ情報が満載で







ず,よ り多 くのお金が家具や備品に費やされ,テ ーブル,椅子,食 器棚,ダ ンス,書き物机,
ピアノ,飾 り棚などや磁器類,エ ナメルの壺,ガ ラスの置物,剥 製の鳥など様々な調度品が室
内に置かれるようになった22。これを支える量産 ・流通システムも出来上が っていた。機械製
19
の絨毯や布地,壁 紙(特 に1860年の紙税廃止以後)は よ り身近な消費の対象となった。また,
1850年代までにはメイプル,ジ ロウ,ジ ャクソン,グラハムといった家具の大店舗は自社製
品を持つか問屋から購入 しており,家具職人の6割 は制作品を問屋へ供給 していた23。百貨店
などの新たな店舗 も登場 した。これには大英博覧会も影響 している。たとえばヨークシアの小
間物商の徒弟W.ホ ワイ トリはクリスタル ・パ レスにヒントを得たウィン ドウ ・ディスプレイ
をは じめ,1864年にロンドン初の百貨店を開店 した。 ロン ドンではこれに続いてジョン ・ル
イス(1864)やリバティ(1875)が誕生 した。またハロッズは1830年代からの雑貨屋であっ
たが,大英博覧会のおかげで地域開発が進み高級志向となったナイツブリッジに拠点を構え,




様の傾向は,室 内装飾の 「見せ方」 にもみてとれる。美術館では,「ピリオ ド・ルーム」 とい
う過去の装飾様式のコーディネー トを見せる展示が19世紀後半から導入され,技 術や素材 に
よる分類ではなく,歴史的審美的な様式で分けるギャラリー展示が始まった25。サウス ・ケ ン
ジントン(旧装飾)美 術館では,1869年に,文化遺産の保存を目的にマダム ・ド・セ リイー
の部屋を入手 し館内に復元 している26。また,1876年のフィラデルフィア博覧会では,「イギ
リスの展示が新たな兆候を見せた」 との報告がある。
……もっとも有利に,も っとも最適な方法で見せつけるために,多 くの展示物は彼 らの持
ち場の多 くは板で横 と天井がつ くられ,部 屋を形成 していた。 こうした部屋は壁紙をはっ
たり襞布がつけられていたり,塗装された り絨毯が敷かれたりして,展示される家具に最
も合 うようにしつらえてあった。寝室,食 事室,応 接間,書 斎などがあり,そこには適当




示には部屋全体としての意識的なコーディネー トがみ られた。ここからも,同国での 「室内装
飾」に対するまなざしの成熟過程をうかがうことができる。
では,室内装飾のコーディネー トを重視するなかで,店 舗ごとの差異はどのように付加され




イルを確立 した例としてW.モ リスの事業をあげる。モ リス ・マーシャル ・アンド・フォーク
ナー商会(1861)の設立趣意書は,美 に関する 「どんな類の装飾をも」請け負い,か つ従来
のように個別の家具を芸術家が個々に作成する仕方よりも 「より完全な調和」をもたらす,と
P゜voってお り,全体 としての室内装飾 という視野があらわれている28。1862年のロンドン万博で
高い評価を得た同商会は,コ ールから依頼を受けてサウス ・ケンジントン美術館のグリーン ・





の壁紙デザイン,32のプ リン ト地デザイン,23の織物地デザインと,お そらく24の機械製絨
毯やラグ,タペス トリーに刺繍のデザインを創作した。すなわち,「後々あれだけ影響力を持っ
た`モ リス ・スタイル'は 重厚な家具 と平面的なパネル装飾 といった1860年代の ものではな






と,イオニデス家やサー ・イサク・ラウントン・ベル家やグレー ト・タングリー ・マナー(図
図21855年 頃 の あ る ロ ン ドン の邸 宅 客 間
(A&A.Gore,TheHistoryofEng/ishInteriors,Pavilion,
1997より)




図4マ ンチ ェスター美術館のモ リス商会の展示
(C∂binetM∂ker∂ndARFurnisher1885より)
図5健 康 博 覧 会 にて 。Jackson&Graham社 の 展 示
(C∂binetル4∂ker∂ndArtFurn'Sher,1884より)
3)などの装飾例や,マ ンチェスター美術館のために用意された展示ギャラリー(図4)に は,
パタン・デザイ ンに直線的で素朴な木製家具を組み合わせ 「モ リシアン(Morrisean)」と称
されたモ リス商会の特徴が分かる。モリスのデザインが小説に登場するの も1870年代からで
あった。サマセ ット・モームの 『月 と六ペ ンス』(1919)には,世紀末の 「いわゆるウィリア
ム ・モ リス趣味」について,「そのころロンドンには,これとそっくりの装飾を した食堂がきっ
と500はあったろう」 というくだりがある。
室内装飾業界 には,モ リスより老舗のクレイス商会(1768-1899)やヒール商会(1810-)
などが存在 した。 しかしこれ らは当時ブランドとして確立していたとはいえ,品質の高さ以外
の特徴的な 「スタイル」は持 っておらず,モ リスは個人(商 会)名 とスタイルを室内装飾のブ
ラン ドとして視覚的にも成立 させた早期の例といえるだろう。1882年に 「美術は市場価値が






1880年代 にはモリス商会には多 くのライバル社が登場 し3?,それぞれのスタイルの持ち味を
アピール し始めた。百貨店 も家具部門を充実させていった。ハロッズは1880年代に家具部門
を開き,刺繍 クッション,絨毯,磁 器や骨董まで含めた室内装飾の完全なサービスを提供 し
た。装飾スタジオを設置 した リバティは特に自社の 「スタイル」を強 く意識 していた。 日本趣
味やアラブ趣味など,装飾のオ リエンタリズムを売りにした リバティでは33,世紀末にアール ・
ヌーヴォー様式を積極的に取 り入れたものが 「リバティ・スタイル」として知 られるが,そ れ
22
矗 一
図6日 本趣味の室内装飾(左)と 厂リバ ティ ・スタイルの書斎」 (右)(Liberty&Co.collectlon,WestmlnsterArchivesより)
に限らず自社のコーディネー トを 「リバテ ィ・スタイル」 と銘打 って宣伝 していた(図6)。
室内装飾以外で も婦女子の服飾は 「リバテ ィ・ドレス」,デザインと品質を伴ったその布地は
「リバティ ・プ リン ト」 と呼ばれ,これがあまりに有名であったため無断で商品に 「リバティ」
を冠する会社が後を絶たなか った:3a。ブランド形成の手段としてのスタイルは,こ うして力を









した職業を持つ婦人のための 『ホーム ・チ ャット』(1895-1956)から,よ り高級志向の 「貴
婦人の世界」(1896-1915)や『クィーン』 など,多様な財政 レベルの家庭を対象に様々な雑
誌が登場 した。特に19世紀後期に誕生 した雑誌は室内装飾の話題が豊富であり,室内装飾の
「手引き書」 としての性格を強 く持 っていた。 しか し,コールやイース トレイクらによる手引
き書との決定的な相違は,室 内装飾のスタイルが徹底 して 「ファッション」と同義に扱われた
点である。これ らの雑誌はコールに倣 って初期ヴィク トリア朝の装飾を 「ぞっとするスタイル」
と批判 し,「簡素な趣味」を良しとした。 しかし同時に,デザイン改革論者やモ リス,アーツ ・
ア ンド・クラフツ運動の主導者たちが口をそろえて非難 した 「移り変わりへのばかげた志向」
23
も多分に持ち合わせていたのである36。「たいへん賢い芸術家が,分 別ある人々は自分の容姿
と持 ち物に調和するよう部屋を装飾するのだと述べています。 これは特に家具にあてはま りま
す。部屋の家具は上着 と同様,似 合ったり似合わなかったりするのです」37一この言説には,
家具を服飾品のように 「着替える」という発想が明らかである。





新聞では確かにたいてい二,三 のコラムが家庭内の芸術的効果に言及 していますが,そ の
提案はほとんどが 「パ リからの最新流行」への付け足 しのようなものです。「ハウス』 は
独立した機関誌ですか ら,この新 しい月刊で,ペ ンや鉛筆を駆使 し,多岐にわたる関心を
代弁していくつもりです。……
『ハウス』はしたがって,家庭を愛する人々へ門戸を広げるのです。38
こうして,室 内装飾 自体のファッションに特化 した雑誌が誕生 した。 この雑誌 は,「いつ も自
分たちの日常の環境の装飾 に特徴を加えようと努力 している」,すなわち他人 とスタイルの差
異を求める人々の需要 に応えるものであった。「芸術的な家庭」,「アンティーク家具の評価法」,
「すてきな邸宅をちょっと拝見」,「ショウルームからのお買い得」などの欄が設けられ,ク リ
スティーズのセールの様子やアーツ ・アンド・クラフツ関連の各地の催 し物,美術展覧会,シ ョ
ウルームの様子なども定期的に報告 されている。刺繍や手芸だけでな く工芸に関する 「家庭の
ワークショップ」のコーナーもあり,アーツ ・アンド・クラフツ運動の影響が明らかである。
職業婦人の記事,「壁紙のチョイス」,「コージーコーナーの飾 り方」,「額縁のかけ方」な どの







ヌーヴォーが紙上を賑わせ,モ リスやアーツ ・アンド・クラフツは 「時代遅れ」であるという
意見す らみ られる。 しか しこれ らはどれも移ろいゆ く流行で しかなか った。1902年には同誌
自体が時の流れに乗 り切れず,廃 刊となっている。
24
こうした雑誌の新 しい傾向を二つ指摘 しておきたい。まず従来は一 イース トレイクの本
でさえ一 良いデザインの例は個別の家具で描写 されていたが,部 屋のコーナー全体を描 く
手法が増えたことである。 これはショウルームの発達 と平行 している(3.参 照)。「ハウス』
には,「読者への絵入 り回答」のコーナーがあり,どんな家具をどのようなレイアウ トで置 く
と映えるのか,ど んな壁紙が合 うのか,「そのまま家具屋に持参できる」ような描画を編集側








格を強め,そ のセ ット価格の経済性 もコー



















図8「500ポ ン ドで趣 味のよい室 内装飾 を」
(7:heHouse,vol.VI,1899より)
25





会が一段 と増 えた。1881年か らは毎年家具商展覧会が







年 にロン ドンで開催 された 「ヴィク トリア朝展覧会」
(1897)でも,ウ ィリアム ・ウォラス商会による1837年
の女王の寝室の再現などの部屋全体の展示が話題となっ
た。 また他方で,家 庭雑誌で頻繁に紹介 されたように,





年後にオックスフォー ド通 りにショウルームを開き,ウ エス ト・エン ドの顧客に商品の一覧を
展示 している。 このようなショウルームは,「デザインとクラフツマンシップの教訓 となる具
体例」 とみなされだ1。百貨店でも家具を配置 した部屋全体を展示し,部屋の疑似体験を顧客









た 「理 想 の住 まい」 展 覧会(ldeal
HomeExhibition)である。これはノー













は,新 製品や新技術,と きには未来主義すぎるガジェットなどもところせましと紹介 された。
近代的な 「住まいづくり」の文化を確立 し奨励 した同展は,啓蒙的な側面もさることなが ら未
来の家事の効率化を図るための様々な新製品の展示など商業的な仕掛けが徹底しており,その
年 ごとの目玉展示 も観客を楽 しませだ2。お祭 り的要素がふんだんに盛 り込まれたこの大規模
な住宅展示会は,今 日でも毎春ロン ドンで開催されてお り,「女王のクリスマススピーチ」 と
並ぶ恒例行事 ともみなされている。
その評判は日本へ も早 くから伝わった。「欧米の有力新聞社」の企画 にヒン トを得た国民新
聞社が上野で開いた 「家庭博覧会」(1915年)は,まさにイギ リスの 「理想の住まい」展覧会
を踏襲 したものである。同展は,「従来の博覧会 に見る様な出品物を悉 く硝子箱の底深 く納め
て陳べるが如き平凡な陳列をせず,何 れも其大小に依つて家庭的の部屋を作 り夫に意匠を加へ
て人目を惹 く」 目的があっだ3。個別なモノの羅列ではな く部屋全体を一つの単位として見せ
る一 日本がイギ リスか ら輸入 したこの新規な展示方法は,19世紀を通 じてつちかわれた技
法だったのである。
27
お わ り に
近 現 代 イ ギ リス に お け る 「室 内 装 飾 」 の 語 り方,見 せ 方 は 大 き く変 化 し た 。 そ れ は ひ と つ の
ま と ま っ た 展 示 空 間 と し て 成 立 す る よ う に な り,フ ァ ッ シ ョ ン と し て 語 られ 消 費 さ れ る よ う に
な っ た 。 そ の 消 費 財 と し て の 演 出 効 果 は,「 理 想 の 住 ま い 」 展 覧 会 と い う大 規 模 な 三 次 元 装 置
へ と 行 き 着 い た 。
ヴ ィ ク ト リ ア 朝 の 人 々 は 「ラ イ フ ス タ イ ル 」 の 概 念 に 屈 服 し た 最 初 の 人 々 で あ る と い わ れ
る94。そ の 基 盤 に は ス タ イ ル の 商 品 化,そ して 室 内 装 飾 の 「パ ッ ケ ー ジ化 」 が あ っ た の で あ り,
そ れ は ま た 今 日 の 消 費 社 会 の 重 要 な 側 面 を 形 成 して い る の で あ る。
1PennySparke,AsLongAsItsPink:thesexualpoliticsoftaste,HarperCollins,1995;Thad
Logan,TheVictorianParlour,CambridgeUniversityPress,2001
2ノ ル ベ ル ト ・エ リア ス 『ヨー ロ ッパ 上 流 階層 の風 俗 の変 遷 』(寺 井 ・中村 。吉 田訳)法 政 大 学 出版 局,
1977を参 照。
3こ れ は`middleclasses'と複 数 形 を と る。 単 一 の 中流 階 級 や 単 一 の 労 働 者 階 級 の存 在 を信 じる イ ギ リ
ス 人 は ほ とん どい な か った(DavidCannadine,ClassinBritain,Penguin,2000,p.60)。そ れ で も
1832年の 選挙 法 改正,34年 の 穀 物 法 廃 止 にみ られ た よ うに,19世紀 ま で に 中流 階 級 は ま と ま った政 治 力
と して立 ち現 れ て い た 。19世紀 に は,M.ア ー ノル ドが 『教 養 と無 秩 序 」(1869)にお い て貴 族(蛮 人),
中流(俗 物),下 層(大 衆)と 三 区 分 した よ う に,社 会 階層 の分 化 は 明確 で あ っ た。
4以 上,LornaWeatherill,ConsumerBehaviour&MaterialCultureinBritain1660-1750,
Routledge,1996,pp.79-83








8こ れ は ピ クチ ュア レス クな コ テ ー ジ の流 行 と重 な って いた が,こ れ に対 し ピ ュー ジ ンは建 築 様 式 の カ
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Press,1968,・1835年8月28日のCharlesRobertCockerellによ る証 言 。 他 に も同様 の趣 旨 の発 言 は多
くみ られ る。 具 体 的 に は,イ ギ リスの 紙 税 が デザ イ ン料 を 高 くす る た め 製造 業 者 は海 外 の安 価 な デ ザ イ
ンに頼 りが ち で あ る こ と,質 の良 いデ ザ イ ン を提 供 す る入 材 を 育 成 す るデ ザ イ ン学 校 が存 在 しな い こ と,
著 作 権 の保 護 が法 的 に整 備 され て いな い こ と な どが 問 題 視 され た 。
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労 働 運 動 の 急 進 派 は この協 会 の活 動 を冷 や や か に な が め たが,同 時 代 の 産 業 家 は,こ れ が大 衆 の趣 味 の
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